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さあー！うん！さあー！うん！
　　山里に子どもたちの大きな声が響きわたりました

▲　令和元年９月１４日　馬路村民運動場

編
集
後
記

　
８
・
９
月
は
台
風
、
猛
暑
と
異

常
な
気
候
が
続
き
ま
し
た
。
　
　 

　
千
葉
県
を
襲
っ
た
台
風
15
号
の

爪
痕
は
ま
だ
残
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
す
。
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に

は
早
め
早
め
の
準
備
と
避
難
行
動

が
必
要
だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
H
）
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第
38
回
馬
路

　お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▲　馬路温泉前を一斉にスタートするランナー

　
9
月
15
日
に
「
第
38
回
馬
路
お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
心
地
よ
い
風
が
吹

く
中
、
10
時
に
お
し
ど
り
ラ
ン
ナ
ー
が
馬
路
温
泉
駐
車
場

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
12
府
県
か
ら
参
加
し
た
234
組
の

お
し
ど
り
夫
婦
と
カ
ッ
プ
ル
は
、
仲
良
く
村
内
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　
今
年
は
お
2
人
合
わ
せ
て
48
歳
と
い
う
若
い
ご
夫
婦
か

◀
選
手
宣
誓
　
　
　
　
　
　
　

南
国
市
の
野
村
　
清
水
さ
ん

栄
美
さ
ん

ご
夫
婦

ら
、
166
歳
の
長
寿
の
ご
夫
婦
ま
で
幅
広

い
年
代
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

｢

お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
天
気
も
良
く
、
気
持
ち
良

く
楽
し
く
走
れ
た｣

と
い
う
声
や
、

｢

走
っ
た
後
に
温
泉
へ
入
っ
て
、
田
舎

寿
司
と
お
弁
当
を
食
べ
る
の
が
楽
し

み｣

と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
前
夜
祭
！   

　
第
35
回
の
記
念
大
会
を
機
に
始
ま
っ
た
お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン

大
会
前
夜
祭
は
、
今
年
も
馬
路
温
泉
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

20
組
40
人
の
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ま
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
夜
祭
で
は
、
清
流
安
田
川
の
ア
ユ
の
塩
焼
き
や
田
舎
寿
司

な
ど
田
舎
な
ら
で
は
の
料
理
や
高
知
県
内
の
地
酒
な
ど
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な
方
と
交
流
が
で
き
て

本
当
に
楽
し
い
！
」
「
今
年
も
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
！
」

「
初
め
て
参
加
し
た
け
ど
来
年
も
参
加
し
た
い
！
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

村内のご夫婦も笑顔でゴール

☆その子らしくのびていく　～よく生きる力の基礎を育てる～☆
保育所コーナー

★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・★・

　4月から女の子5人での保育が始まり半年がたちました。春からの子どもたちの様子を紹介します。
魚梁瀬保育所

～春～
　プール遊びに水遊び、泥
んこも大好きな子どもたち
です。あったかサロンのそ
うめん流しにも参加させて
もらいました。子どもたち
は地域の方にも温かく見守
ってもらっています。

　丸山公園でお花見ラン
チ！桜の下でおいしい給食
をいただきます。
　遠足は歩いてキャンプ場
まで。自然の中で生き物や
草花を発見したりして思い
切り楽しみました。

～夏～

　園庭にある草花や自然物
を使って、ままごとをした
り、体をのびのび動かした
りして遊んでいます。運動
会の練習も張り切って行い
ました。

　9月はごま揚げ団子を
作りました。
　こねこね・くるくる･･･
遊びの中で経験している
ことが生かされていま
す。

～秋～ ～毎月クッキング～

これからもどうぞお元気で

祝 敬老会祝 敬老会

これからもどうぞお元気で

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ

く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、

長
寿
を
祝
う
「
敬
老
の
日
」
。

　
〝
令
和
〞
を
迎
え
た
今
年
、

全
国
の
100
歳
以
上
の
高
齢
者

が
７
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
本
村
で
は
、
９
月
26
日
に

魚
梁
瀬
地
区
、
翌
27
日
に
馬

路
地
区
で
敬
老
会
を
開
催
し
、

魚
梁
瀬
地
区
19
人
、
馬
路
地

区
66
人
の
方
が
ご
出
席
く
だ

さ
い
ま
し
た
（
平
成
31
年
４

月
１
日
現
在
75
歳
以
上
の
対

象
者
は
魚
梁
瀬
地
区
40
人
、

馬
路
地
区
180
人
）
。
ま
た
、

馬
路
会
場
は
、
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
建
て
替
え
工
事
に
伴

い
、
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
寿
を
祝
し
節
目
年
の
方
に
村

長
か
ら
長
寿
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
芸
の
部
で
は
、
両
地
区
と
も
保
育
園
児
、

小
中
学
生
が
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た

歌
や
合
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
魚
梁
瀬
小
学

１
・
２
年
生
の
劇
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
で
は
、

来
場
者
と
一
緒
に
カ
ブ
を
抜
く
シ
ー
ン
が
設
け

ら
れ
、
来
場
者
と
一
体
と
な
っ
た
劇
が
完
成
し

ま
し
た
。
馬
路
中
学
生
の
合
奏
「
あ
ゝ
人
生
に

涙
あ
り
（
ド
ラ
マ
水
戸
黄
門
主
題
歌
）
」
で
は
、

口
ず
さ
む
来
場
者
の
姿
が
見
ら
れ
た
ほ
か
、
中

学
生
が
差
し
出
す
印
籠
に
歓
声
が
起
こ
り
ま
し

た
。
演
劇
の
ト
リ
を
務
め
た
の
は
〝
魚

梁
瀬
ふ
る
さ
と
劇
団
杉
ぼ
っ
く
り
〞
。

本
村
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
長
寿
の
秘
訣

を
盛
り
込
ん
だ
演
劇
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
、
に
こ
や
か
に
弾
む
会
話

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
年
に
一
度
の

再
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
来
年
も
皆
さ
ま
の
元

気
な
お
姿
を
会
場
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

令和元年度令和元年度
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◀
　
親
子
に
よ
る
丸
太
切
り

▶

　大
人
気
の
ア
メ
ゴ
・
ウ
ナ
ギ
の
つ
か
み
取
り

　
今
年
も
８
月
11
日
「
山
の
日
」
に
村
の

自
然
、
林
業
、
ゆ
ず
に
触
れ
る
「
第
４
回

ご
っ
く
ん
・
お
山
の
夏
祭
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
も
よ
く
、
馬
路
温
泉
周

辺
を
会
場
に
、
村
内
外
か
ら
約
８
０
０
人

の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
田

川
河
川
プ
ー
ル
で
の
ア
メ
ゴ
・
ウ
ナ
ギ
の

つ
か
み
取
り
を
は
じ
め
、
丸
太
切
り
競
争

や
親
子
木
工
体
験
、
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
河
川
敷
で
は
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
子
ど
も
に
川

遊
び
も
含
め
、
町
で
は
な
か
な
か
で

き
な
い
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
」
「
今
後
も
続
け
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
山
の
日
」
は
、
「
山
の
恩
恵
に

感
謝
し
、
自
然
に
親
し
む
」 

祝
日
で

あ
り
、
訪
れ
た
方
は
自
分
の
思
い
思

い
に
、
村
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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上治　穂希さん（相名）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成３１年１月２８日生

（保護者 上治　郷平さん・裕佳さん）

か み 　 じ 　 　 　  ほ  ま れ

　
こ
ん
に
ち
は
！
穂
希
（
ほ
ま
れ
）
で
す
。

　
生
後
２
カ
月
の
時
に
馬
路
村
へ
来
ま
し
た
。
毎
日
、

の
ん
び
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。
と
、
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
に
ぎ
や
か
な
お
姉
ち
ゃ
ん
と
や
か
ま
し
い
お

兄
ち
ゃ
ん
が
帰
っ
て
く
る
と
、
の
ん
び
り
な
ん
て
し
て

い
ら
れ
ま
せ
ん
‼
お
姉
ち
ゃ
ん
も
お
兄
ち
ゃ
ん
も
た
く

さ
ん
遊
ん
で
く
れ
ま
す
。
外
で
も
い
ろ
ん
な
人
に
だ
っ

こ
し
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

馬路村多目的施設（仮称）の建築工事が始まります

▲　完成外観イメージ

▲　大ホールイメージ（１階）

おねがい

　新しい建物は、現在の敷地
を拡張して建て替えを行いま
す。工事期間中、建設地周辺
及び役場本庁舎をご利用の
方々に大変ご迷惑をおかけす
るかと存じますが、ご理解とご
協力のほどよろしくお願いい
たします。

（問い合わせ先）
馬路村役場　総務課

⑧44-2111

　長年親しんだ馬路村就業改善センターを取
り壊し、馬路村多目的施設（仮称）の建築工事
を令和３年４月の使用開始に向けて始めます。
　新しい建物は、構造体、下地材、内装等に多
くの木材を活用しつつ、耐震面においても安全
性の高い施設です。コミュニティ活動の拠点と
して利用しやすい施設、そして災害時の活動拠
点として機能する強靭な施設として整備します。

●建築概要

建築面積

延床面積

用途

構造

工期

785.276平方メートル（車寄せ：50.70平方メートル）

937.69平方メートル（車寄せ：37.44平方メートル）

教育委員会、図書室、大ホール、会議室（大・小）、

調理室、避難所（自家発電機：約3日間）

木造（一部2階）

令和元年9月～令和3年2月
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　９月８日（日）に馬路村防災訓練が実施され、延べ４４１人の村民が参加されま
した。
　各地区においては、地震発生の放送により、身の安全の確保の後、それぞれの自
主防災組織が主体的に計画し、運営して災害時に備えた防災訓練が行われました。
　また、馬路診療所においても村民や馬路村地域救護協力員の方々の協力により、
トリアージ訓練が行われました。

　午前９時に地震発生を想定した有線放送が流れ、訓
練開始。各家庭において安全確保行動をとった後、避
難が行われました。各地区会館等に集合し、避難して
きた人を把握するため、名簿を作成しました。
　年配の方から小さい子ど
もまで、幅広い年齢の方々
の参加があり、村民の防災
意識の高まりを感じること
ができました。

　各地区で防災訓練を行う中、馬路診療所では３
回目となる医療救護所トリアージ訓練を行いまし
た。今回は日曜日ということもあり子どもから高
齢者まで幅広い年齢の村民の方々に参加いただき、
スタッフを含め総勢４８名での訓練となりました。
傷病者役の方には、配役を割振って演技をしても
らい、搬送役の方には４人１組で、竹と毛布で作
った担架や毛布だけで運ぶ方法など、医療資源が
制約される中でいかに工夫をして傷病者を搬送す
るかを学習しました。

　トリアージ訓練では、医療スタッフの不足を補
うため以前の訓練後に発足した、「馬路村地域救
護協力員」の方々が中心となり、各エリアにおい
て力を発揮していただきました。
　緑色（軽症）エリアでは止血、骨折の固定な
ど、包帯や三角巾を使って応急処置を行い、黄色
（中等症）・赤色（重症）エリアでは、洗浄や応
急処置、呼吸・脈拍・体温・血圧などの測定、点
滴の指示受けまで行い、これまでの訓練よりさら
に一歩進み住民力を生かした訓練となりました。

○「今までトリアージ訓練に参加したことがなかったので、とてもいい経験となった」
○「搬送役をしていると、何回か往復しているうちに手に力が入らんなってきて大変だった」
○「処置をしながら傷病者の話を聞くのが難しかった」
○「トリアージや応急手当の方法も学んでみたいと思った」

　それぞれの地区では自主防災組織の運営によって災
害時に備えた訓練が行われ、炊き出し交流会、防災倉
庫の資器材の点検や消火栓の使い方などの工夫した内
容で取り組みがなされました。特に相名地区では、日
本赤十字社の救急員講座を受講された方が応急手当の
講習を行っており、地区の方々の活躍が見られました。
　その他の地区においても、安否確認方法の工夫や発
電機を実際に始動してみることで「女性や子どもは発
電機を始動することができなかった」など課題の確認
もできていました。

馬
路
村
防
災
特
集

各自主防災組織が計画した取り組みによる防災訓練

地域の方々の協力を得て、医療救護所でトリアージ訓練を実施！

▲地区の方が行った応急手当の講習の様子（相名地区）

▲発電機の始動手順を確認している様子（東川地区） ▲消火栓を使い、放水をする訓練参加者（魚梁瀬地区） ▲炊き出し交流会で自己紹介を行う様子（相名地区）

▲避難してきた方の安否を確認し、名簿を作成（影地区）

▲毛布を担架代わりに使い、傷病者を運ぶ参加者

▲傷病者の容体を確認する様子

　今
回
の
訓
練
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て

各
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
を
想
定
し
た

内
容
を
計
画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
へ
の
参
加
者
も

多
く
、
交
流
会
や
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
、
各
地
区
で
主
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る

活
動
が
、
少
し
ず
つ
成
果
と
し
て
実
を
結

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
隣
近
所
や
地
区
で
の
、
助
け
合
え
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
医
療
救
護
所
に
お
い
て
も
、
災

害
時
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
参
集
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
医
療
救
護
所
へ
の

多
数
の
負
傷
者
の
殺
到
を
緩
和
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
医
療
提
供
を
行
う
た
め
に
は
、
各

地
区
避
難
場
所
、
被
災
場
所
で
、
こ
の
負

傷
者
は
急
い
で
搬
送
す
る
べ
き
重
症
な
の

か
、
軽
症
な
の
か
を
判
断
（
ト
リ
ア
ー

ジ
）
し
、
軽
症
の
負
傷
者
は
各
地
区
で
応

急
手
当
を
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
と
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

馬
路
診
療
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　防
災
活
動
の
推
進
の
た
め
に
は
、
各
地

区
で
の
避
難
所
運
営
活
動
と
、
診
療
所
で

の
活
動
な
ど
多
く
の
力
が
必
要
で
す
。

　今
後
も
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参加者の声
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地域の方々の協力を得て、医療救護所でトリアージ訓練を実施！

▲地区の方が行った応急手当の講習の様子（相名地区）

▲発電機の始動手順を確認している様子（東川地区） ▲消火栓を使い、放水をする訓練参加者（魚梁瀬地区） ▲炊き出し交流会で自己紹介を行う様子（相名地区）

▲避難してきた方の安否を確認し、名簿を作成（影地区）

▲毛布を担架代わりに使い、傷病者を運ぶ参加者

▲傷病者の容体を確認する様子

　今
回
の
訓
練
で
は
、
災
害
時
に
備
え
て

各
自
主
防
災
組
織
が
災
害
時
を
想
定
し
た

内
容
を
計
画
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
へ
の
参
加
者
も

多
く
、
交
流
会
や
伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
、
各
地
区
で
主
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る

活
動
が
、
少
し
ず
つ
成
果
と
し
て
実
を
結

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
日
ご
ろ
か

ら
隣
近
所
や
地
区
で
の
、
助
け
合
え
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　ま
た
、
医
療
救
護
所
に
お
い
て
も
、
災

害
時
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
参
集
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
医
療
救
護
所
へ
の

多
数
の
負
傷
者
の
殺
到
を
緩
和
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
医
療
提
供
を
行
う
た
め
に
は
、
各

地
区
避
難
場
所
、
被
災
場
所
で
、
こ
の
負

傷
者
は
急
い
で
搬
送
す
る
べ
き
重
症
な
の

か
、
軽
症
な
の
か
を
判
断
（
ト
リ
ア
ー

ジ
）
し
、
軽
症
の
負
傷
者
は
各
地
区
で
応

急
手
当
を
行
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
と
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

馬
路
診
療
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　防
災
活
動
の
推
進
の
た
め
に
は
、
各
地

区
で
の
避
難
所
運
営
活
動
と
、
診
療
所
で

の
活
動
な
ど
多
く
の
力
が
必
要
で
す
。

　今
後
も
防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
り
組

み
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

参加者の声
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黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す

る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療
所
特

別
会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
の
こ
と
で
す
。

　
比
率
が
プ
ラ
ス
数
字
の
場
合
は
赤
字
、

マ
イ
ナ
ス
数
字
の
場
合
は
黒
字
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
10.57
％

で
、
９
９
、
４
９
５
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
債
現
在
高
（
借
金
の
総
額
）
、

中
芸
広
域
連
合
等
へ
の
負
担
金
、
職
員

の
退
職
金
引
当
金
等
、
一
般
会
計
等
が

将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
117.7
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
村
は
、
標
準
財
政
規
模
を
超
え
る

基
金
（
預
貯
金
）
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
を
基
金
で
全
て

賄
え
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

○
将
来
負
担
比
率

　
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
黒
字
な
の
か

赤
字
な
の
か
を
判
断
す
る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
、
小
水
力
発
電
特
別

会
計
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
で
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ス
12.50
％

で
、
１
１
７
、
５
８
１
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
公
債
費
（
村
の
借
金
の
返
済
額
）
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
の
３
カ

年
平
均
で
す
。

　
18
％
を
超
え
る
と
、
財
政
面
で
歳
出

が
返
済
金
に
圧
迫
さ
れ
危
険
な
状
態
で

あ
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
に
つ
い
て
は
、
7.1
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
実
質
公
債
費
比
率

１
．
職
員
の
任
免
及
び

　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
４
人

　
・
職
員
数
　
41
人

　
・
退
職
者
　
３
人

２
．
職
員
の
人
事
評
価
の
状
況

　
　
評
価
の
回
数
　
　
１
回

　
　
評
価
の
時
期
　
　
２
月

３
．
職
員
の
給
与
の
状
況

　
　
前
号
の
広
報
う
ま
じ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
．
職
員
の
勤
務
時
間

　
　
そ
の
他
の
勤
務
条
件
の
状
況

　
○
勤
務
条
件
の
状
況

　
　
休
憩
時
間
を
除
き
、４
週
間
を
超
え
な
い

　
　
期
間
に
つ
き
、１
週
間
あ
た
り
３８
時
間
４５
分

　
・
始
業
時
間
　
８
時
30
分

　
・
終
業
時
間
　
17
時
15
分

　
＊
特
殊
性
の
あ
る
職
務
に
つい
て
は
別
途

　
　
勤
務
時
間
を
定
め
て
い
ま
す
。

５
．
職
員
の
休
業
に
関
す
る
状
況

　
（
平
成
30
年
中
）
※
出
向
職
員
は
除
く

　
・
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況

38
・
６
日

付
与
日
数

取
得
日
数

取
得
率

１
５
８
４
日

９
・
０
日

389
・
９
日

23
・
３
％

全
　
員
一
人
当
た
り

平
成
30
年
度

自
治
体
財
政
健
全
化
法
に

　
　
　
　
　
基
づ
く
４
つ
の
指
標

平
成
30
年
度

　
馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
　
運
営
状
況

・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
　
　
　
　
取
得
人
数
 
５
人

　
　
　
　
　
　
　
取
得
日
数
 
31
日

６
．
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の

状
況

減
給
　
　
　
１
人

７
．
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び
介
護
休
暇
取
得
者

　
 

２
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

 

０
人

８
．
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
 

８
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
 
35
人

９
．
研
修
の
状
況

　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
で

の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
 

５
人

10
．
互
助
会
※
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る
公
費
負
担
額

 

９
５
１
千
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の
公
費
の
補

助
金
額
 

１
９
、
８
０
７
円

　
※
互
助
会
と
は
県
内
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の

増
進
と
向
上
を
図
り
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団

法
人
で
す
。
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レイ
チェルコーナー

国際交流員：レイチェル・ページ

お母さんの日本旅行
　皆さん、こんにちは！皆さんの夏休みはどうでしたか？私の母が
イギリスから来ました。７月末から１週間高知県にいましたので、
母の日本体験を記したいと思います（父は飛行機が苦手で家にいま
した）。
　マンチェスター市から出発し、フィンランドと東京で乗り換え、
合せて約１８時間かけて高知県に着きました。空港で母に会うと疲
れた様子もなく、元気な顔をしていました。お腹がすいていたので
すしを食べに行きました。イギリスでは、日本料理はありますが、
母は生魚を食べたことがないので、いろいろなすしを食べて、どれ
も気に入ってくれました。
　その後、買い物をして馬路に帰りました。母は初めて馬路村を見
て、あまりのきれいさにビックリしていました。次の日が私の誕生

日で、ビーチに行く予定でしたが、大雨で中止になりました。代わりに、馬路を回って、私の職場や好き
な場所を母に案内してあげました。母も自然が大好きで、とても楽しそうにしていました。
　翌日、高知市に行きました。私の友達は高知城のボランティア英語ガイドを行っているので、高知城を
案内してくれました。母だけではなく、私と夫のイーサンも高知城についていろいろ学びました。１日中
高知市で過ごして、観光地をたくさん回ることができました。
　その次の３日間は家族と友達の住む徳島県の勝浦町へ。そこから、ゼロごみ上勝町を訪れました。上勝
町では、全てのごみをゼロにする取り組みを行っている村です。母は特にライズアンドウィンブルワリー
のクラフトビールが好きでした。上勝町は楽しかったですが、道が非常に狭かったので１、２回危険な目
に遭い、神様に祈りました！
　勝浦町を出てから、鳴門市の大鳴門橋
や徳島市に行き、観光してから馬路村に
帰ってきました。
　週末は中芸地区で遊びました。モネの
庭やたのたの温泉など、他の英語の先生
と一緒に楽しみました。馬路温泉のレス
トランにも行きました。母は馬路の山と
川の豊かさを体験して、特にアメゴの刺
身はおいしいと言っていました。
　最後の日は、朝一緒に保育所に行きま
した。母は小学校の先生だったこともあ
り、とても楽しみにしていました。赤
ちゃんたちに絵本の読み聞かせをして、
他の子どもたちと踊ったりゲームをした
りしました。子どもは知らない外国人が
いてちょっとびっくりしたと思いますが、
みんな楽しそうに遊んでいました。
　帰りの飛行機は朝早かったので、朝食
を食べずに、二人で空港まで行きました。
母は帰るのが悲しそうにしていました。
私も寂しかったですが、本当に楽しい１
週間でした。母に馬路村がどんなところ
か知ってもらうことができてうれしいで
す。



　

黒
字
な
の
か
赤
字
な
の
か
を
判
断
す

る
指
標
で
す
。

　
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
診
療
所
特

別
会
計
）
の
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
の
こ
と
で
す
。

　
比
率
が
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の
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マ
イ
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合
は
黒
字
と
い
う

こ
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す
。
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９
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９
５
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７
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と
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。
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は
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％
と
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す
。
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．
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員
の
任
免
及
び

　
　
職
員
数
に
関
す
る
状
況

　
・
採
用
者
　
４
人

　
・
職
員
数
　
41
人

　
・
退
職
者
　
３
人

２
．
職
員
の
人
事
評
価
の
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況
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価
の
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１
回
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．
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の
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与
の
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前
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の
広
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う
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じ
に
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し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
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だ
さ
い
。

４
．
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の
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間

　
　
そ
の
他
の
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の
状
況
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憩
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を
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き
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を
超
え
な
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週
間
あ
た
り
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間
４５
分

　
・
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間
　
８
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30
分

　
・
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業
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17
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15
分

　
＊
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性
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あ
る
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務
に
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て
は
別
途

　
　
勤
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時
間
を
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て
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す
。
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．
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（
平
成
30
年
中
）
※
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・
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の
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状
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６
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付
与
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取
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日
数
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率
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４
日

９
・
０
日

389
・
９
日
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・
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％

全
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当
た
り

平
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30
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度
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治
体
財
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に
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つ
の
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平
成
30
年
度

　
馬
路
村
人
事
行
政

　
　
　
　
運
営
状
況

・
病
気
休
暇
の
取
得
状
況

　
　
　
　
　
　
　
取
得
人
数
 
５
人

　
　
　
　
　
　
　
取
得
日
数
 
31
日

６
．
職
員
の
分
限
及
び
懲
戒
処
分
の

状
況

減
給
　
　
　
１
人

７
．
職
員
の
服
務
の
状
況

　
・
育
児
休
業
及
び
介
護
休
暇
取
得
者

　
 

２
人

　
・
職
務
専
念
義
務
免
除
の
状
況

 

０
人

８
．
職
員
の
福
祉
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況

　
○
健
康
診
断
及
び
人
間
ド
ッ
ク
の
実
施

　
・
健
康
診
断
受
診
者
数
 

８
人

　
・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
 
35
人

９
．
研
修
の
状
況

　
（
こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合
で

の
研
修
）

　
・
能
力
向
上
 

５
人

10
．
互
助
会
※
に
対
す
る

　
　
　
公
費
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
○
互
助
会
に
対
す
る
公
費
負
担
額

 

９
５
１
千
円

　
○
会
員
一
人
当
た
り
の
公
費
の
補

助
金
額
 

１
９
、
８
０
７
円

　
※
互
助
会
と
は
県
内
の
市
町
村
等

を
構
成
団
体
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
勤
務
す
る
職
員
の
福
利
の

増
進
と
向
上
を
図
り
、
地
方
自

治
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団

法
人
で
す
。
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お母さんの日本旅行
　皆さん、こんにちは！皆さんの夏休みはどうでしたか？私の母が
イギリスから来ました。７月末から１週間高知県にいましたので、
母の日本体験を記したいと思います（父は飛行機が苦手で家にいま
した）。
　マンチェスター市から出発し、フィンランドと東京で乗り換え、
合せて約１８時間かけて高知県に着きました。空港で母に会うと疲
れた様子もなく、元気な顔をしていました。お腹がすいていたので
すしを食べに行きました。イギリスでは、日本料理はありますが、
母は生魚を食べたことがないので、いろいろなすしを食べて、どれ
も気に入ってくれました。
　その後、買い物をして馬路に帰りました。母は初めて馬路村を見
て、あまりのきれいさにビックリしていました。次の日が私の誕生

日で、ビーチに行く予定でしたが、大雨で中止になりました。代わりに、馬路を回って、私の職場や好き
な場所を母に案内してあげました。母も自然が大好きで、とても楽しそうにしていました。
　翌日、高知市に行きました。私の友達は高知城のボランティア英語ガイドを行っているので、高知城を
案内してくれました。母だけではなく、私と夫のイーサンも高知城についていろいろ学びました。１日中
高知市で過ごして、観光地をたくさん回ることができました。
　その次の３日間は家族と友達の住む徳島県の勝浦町へ。そこから、ゼロごみ上勝町を訪れました。上勝
町では、全てのごみをゼロにする取り組みを行っている村です。母は特にライズアンドウィンブルワリー
のクラフトビールが好きでした。上勝町は楽しかったですが、道が非常に狭かったので１、２回危険な目
に遭い、神様に祈りました！
　勝浦町を出てから、鳴門市の大鳴門橋
や徳島市に行き、観光してから馬路村に
帰ってきました。
　週末は中芸地区で遊びました。モネの
庭やたのたの温泉など、他の英語の先生
と一緒に楽しみました。馬路温泉のレス
トランにも行きました。母は馬路の山と
川の豊かさを体験して、特にアメゴの刺
身はおいしいと言っていました。
　最後の日は、朝一緒に保育所に行きま
した。母は小学校の先生だったこともあ
り、とても楽しみにしていました。赤
ちゃんたちに絵本の読み聞かせをして、
他の子どもたちと踊ったりゲームをした
りしました。子どもは知らない外国人が
いてちょっとびっくりしたと思いますが、
みんな楽しそうに遊んでいました。
　帰りの飛行機は朝早かったので、朝食
を食べずに、二人で空港まで行きました。
母は帰るのが悲しそうにしていました。
私も寂しかったですが、本当に楽しい１
週間でした。母に馬路村がどんなところ
か知ってもらうことができてうれしいで
す。



　今回は、中学生にとって学校生活の中で大きな意義を持っている部活動にスポットライトを当てて
みました。中学3年生にとっては、部活動引退の夏でもありました。それに加え、夏休みに行われた中
芸地区小学校水泳交歓会を紹介します。馬路も魚梁瀬も村内児童が大活躍でした。

魚
梁
瀬
中
卓
球
部

馬
路
中
卓
球
部

馬
路
中
野
球
部

　
私
た
ち
卓
球
部
は
８
月

ま
で
５
人
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
毎
日
の
基
本
練

習
に
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
方
が
来
て
く
だ
さ
り

一
緒
に
練
習
を
し
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
練
習
し
て

き
た
こ
と
を
発
揮
し
て
、

最
後
ま
で
粘
り
強
く
頑
張

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１

年
生
は
１
人
１
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
１
・
２

年
生
４
人
で
取
り
組
み
、

良
い
結
果
を
残
せ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
。

　
馬
路
中
の
卓
球
部
は
、

１
・
２
年
生
そ
れ
ぞ
れ
２
人

ず
つ
の
４
人
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

　
平
日
は
学
校
で
の
練
習

で
、
基
礎
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
土
曜
日
は
他

校
と
の
合
同
練
習
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
試
合
を
メ
イ
ン
に

経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
卓
球
を
始
め
た

１
年
生
も
日
々
成
長
し
、
強

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
も
ま
す
ま
す
活
躍
し
そ
う

で
す
。

　
１
年
生
の
頃
か
ら
１
人
で

卓
球
部
を
背
負
っ
て
く
れ
た

坂
本
優
衣
さ
ん
が
７
月
の
大

会
で
引
退
に
な
り
ま
し
た
。

　
１
人
で
部
を
育
て
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
キ

ャ
プ
テ
ン
と
し
て
私
た
ち
を

引
っ
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
優
衣
さ
ん
の
努
力
が

実
を
結
び
、
最
後
の
大
会
で

ベ
ス
ト
８
と
い
う
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
優
衣
さ
ん
、
３
年
間
お
疲

れ
様
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

２
年
生
が
中
心
と
な
っ
て
、

１
年
生
と
一
緒
に
卓
球
部
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
私

た
ち
の
成
長
を
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

中
芸
地
区
小
学
校
水
泳
交
歓
会

　
７
月
24
日
、
奈
半
利
小
学
校
で
行
わ
れ

た
「
中
芸
地
区
小
学
校
水
泳
交
歓
会
」
で
、

馬
路
小
学
校
と
魚
梁
瀬
小
学
校
の
４
〜
６

年
生
17
人
が
16
種
目
に
出
場
し
、
計
21
枚

の
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

女
子
50
ｍ
自
由
形
の
大
野
愛
結
さ
ん
は
、

39
秒
３
の
大
会
新
記
録
で
１
位
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
安
芸
郡
市
内
で
も
１
位
の

記
録
で
し
た
。

　
馬
路
中
の
野
球
部
は
、
安
田

中
と
田
野
中
の
３
校
連
合
で
試

合
に
出
て
い
ま
す
。
３
校
が
集

ま
っ
て
練
習
す
る
こ
と
は
少
な

い
で
す
が
、
日
々
の
練
習
を
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
春
か
ら
の
チ
ー
ム
で
な
か
な

か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
県
大

会
も
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
か
ら
は
、
県
大
会
を

目
標
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
男
子
200
ｍ
リ
レ
ー

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

 （
２
コ
ー
ス
が
馬
路
）

結
果
は
６
位
。
来
年

は
、女
子
み
た
い
に
１

位
に
な
り
た
い
な
ぁ
。

　
こ
の
17

人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
泳
ぎ
の
フ
ォ
ー
ム
が
き
れ
い
に

な
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

タ
イ
ム
も
練
習
の
時
と
比
べ
て
速
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
女
子
の
150
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
と
200
ｍ
リ

レ
ー
は
、
馬
路
と
魚
梁
瀬
の
合
同
チ
ー
ム
で

出
ま
し
た
。
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
、
林
（
背

泳
）
・
井
上
（
平
泳
ぎ
）
・
大
野
（
自
由

形
）
の
順
番
で
、
200
ｍ
リ
レ
ー
は
、
清
岡
・

林
・
井
上
・
大
野
の
順
番
で
泳
ぎ
、
な
ん
と

ど
ち
ら
の
種
目
も
堂
々
の
１
位
で
し
た
。

　
み
ん
な

が
速
く
て

び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
大
き
な
声
で
返

事
を
し
て
ほ
め
ら
れ
ま
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
25
ｍ
を
泳
げ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

中学野球選手権大会の馬路中野球部（８月）

最後の打席に立つ笹岡夢珠くん

　
僕
は
、こ
の
夏
、野
球
部
を

引
退
し
ま
し
た
。今
ま
で
、た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　
人
が
少
な
く
、１
年
の
時
は

９
人
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
け
ど
、

９
人
で
も
最
後
ま
で
戦
え
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
年
や
３
年
に
な
っ
て
か
ら

は
、安
田
や
田
野
と
の
連
合
で

な
か
な
か
勝
て
る
試
合
が
な

か
っ
た
け
ど
、最
後
の
選
手
権

大
会
ま
で
、み
ん
な
で
戦
う
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。

　
今
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
丸
岡
先
生
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。高
校
で
も
野
球
を

す
る
の
で
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
っ

て
甲
子
園
に
出
た
い
で
す
。

あ
ゆ
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おらが村の学校便り 6161

中高オープン卓球大会＜73チームの団体戦＞（７月）

キャプテンを務めた坂本優衣さん

高知県中学学年別夏季卓球大会（８月）

魚梁瀬地区卓球大会で優勝（７月）

１・２年生から３年生の近藤悠斗くんへ１・２年生へ

　
３
年
間
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
、
初
め

の
頃
よ
り
上
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も

３
年
生
の
よ
う
に
強

く
な
る
た
め
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
目
標
を
し
っ
か
り

意
識
し
て
、
試
合
や

練
習
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
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県
大
会
を

目
標
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
男
子
200
ｍ
リ
レ
ー

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

 （
２
コ
ー
ス
が
馬
路
）

結
果
は
６
位
。
来
年

は
、女
子
み
た
い
に
１

位
に
な
り
た
い
な
ぁ
。

　
こ
の
17

人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
平
泳
ぎ
の
フ
ォ
ー
ム
が
き
れ
い
に

な
っ
て
い
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

タ
イ
ム
も
練
習
の
時
と
比
べ
て
速
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
女
子
の
150
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
と
200
ｍ
リ

レ
ー
は
、
馬
路
と
魚
梁
瀬
の
合
同
チ
ー
ム
で

出
ま
し
た
。
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
、
林
（
背

泳
）
・
井
上
（
平
泳
ぎ
）
・
大
野
（
自
由

形
）
の
順
番
で
、
200
ｍ
リ
レ
ー
は
、
清
岡
・

林
・
井
上
・
大
野
の
順
番
で
泳
ぎ
、
な
ん
と

ど
ち
ら
の
種
目
も
堂
々
の
１
位
で
し
た
。

　
み
ん
な

が
速
く
て

び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
大
き
な
声
で
返

事
を
し
て
ほ
め
ら
れ
ま
し

た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
25
ｍ
を
泳
げ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

中学野球選手権大会の馬路中野球部（８月）

最後の打席に立つ笹岡夢珠くん

　
僕
は
、こ
の
夏
、野
球
部
を

引
退
し
ま
し
た
。今
ま
で
、た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　
人
が
少
な
く
、１
年
の
時
は

９
人
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た
け
ど
、

９
人
で
も
最
後
ま
で
戦
え
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
年
や
３
年
に
な
っ
て
か
ら

は
、安
田
や
田
野
と
の
連
合
で

な
か
な
か
勝
て
る
試
合
が
な

か
っ
た
け
ど
、最
後
の
選
手
権

大
会
ま
で
、み
ん
な
で
戦
う
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。

　
今
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
丸
岡
先
生
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。高
校
で
も
野
球
を

す
る
の
で
、レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
っ

て
甲
子
園
に
出
た
い
で
す
。

あ
ゆ
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おらが村の学校便り 6161

中高オープン卓球大会＜73チームの団体戦＞（７月）

キャプテンを務めた坂本優衣さん

高知県中学学年別夏季卓球大会（８月）

魚梁瀬地区卓球大会で優勝（７月）

１・２年生から３年生の近藤悠斗くんへ１・２年生へ

　
３
年
間
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
も
ら
い
、
初
め

の
頃
よ
り
上
達
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も

３
年
生
の
よ
う
に
強

く
な
る
た
め
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
目
標
を
し
っ
か
り

意
識
し
て
、
試
合
や

練
習
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
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７１０人、
１６１人、

３４１世帯
８７世帯

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

８

９

１

０

０

０

１

０

１

２

２

３

０

０

３

５

８７６

８７１

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

10月・11月 むらの行事予定10月・11月 むらの行事予定

第１４回ゆずはじまる祭　　　　　　　　　 文化の日

振替休日
有害物収集
職場体験学習（馬路、魚梁瀬中学校　～８日まで）
乳児健診（奈半利町民会館）

高知県知事選挙告示日

古紙収集（魚梁瀬）
西川渓谷紅葉歩き＆千本山ぷち登山ツアー
郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）

リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）18：00～19：00
中芸地区音楽発表会（田野町ふれあいセンター）
健康教室（魚梁瀬多目的施設）

高知県立移動図書館（馬路地区図書室）10：40～11：30

古紙収集（馬路）

勤労感謝の日

高知県知事選挙投開票日（予定）

リサイクル収集

1歳6カ月児健診・3歳児健診（奈半利町民会館）

千本山登山（魚梁瀬小学校）

有害物収集

乳児健診（奈半利町民会館）

安芸地区中学校秋季陸上大会（芸西村）

リサイクル収集
健康づくり教室（馬路診療所）18：00～19：00

はし拳大会（魚梁瀬多目的施設）１８：００～

古紙収集（魚梁瀬）
人権相談所（馬路村役場）10：00～15：00
行政相談所（馬路村役場）10：00～12：00
魚梁瀬熊野神社秋の例大祭
第15回湯けむりピンポン大会（馬路温泉）
馬路地区村民運動会

体育の日

1歳6カ月児健診・3歳児健診（奈半利町民会館）

馬路保育所運動会
郷土資料お手入れワークショップ（郷土館）
第２７回山師達人選手権大会（魚梁瀬丸山公園）

リサイクル収集　　　　　　　　　  即位礼正殿の儀

古紙収集（馬路）
巡回献血（馬路村農協ゆずの森加工場前駐車場）10：30～12：00

魚梁瀬地区村民運動会

馬路村小中学校合同学習会

０

０

10　　月

馬路村特別村民 １１,５４５人
（９月３０日現在）

11　　月
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お知らせお知 ら せ

　近年、少子高齢化や若年層の献血離れにより献血者数が減っており、がんなどの病気の治療に必要な
血液の確保が大変深刻になっています。皆さんの善意で、多くの患者さんの命が救われます。
　献血へのご理解とご協力をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日　時：令和元年１０月２５日（金）
　　　　１０時３０分～１２時

場　所：馬路村農協ゆずの森加工場前駐車場

安芸広域メルトセンター
　　　　　ごみ処理手数料

（10㎏あたり）

〈10月１日搬入分から〉
　　250円　→　260円

中芸広域連合火葬施設使用料

〈10月１日許可分から〉
管内大人など　30,000円　→　31,000円
管外改火葬　　60,000円　→　62,000円
管外大人　　　80,000円　→　83,000円

【問い合わせ先】
　馬路村役場　健康福祉課（８）４４－２１１２

※後期試験は前期試験で合格者が募集人員に達した場合には実施しません。
・受験資格　令和2年4月1日時点で18歳以上の者　など
・研修期間　1年間
・研 修 料   年額118,800円（税抜）
・その他ご不明な点がございましたら高知県立林業大学校までお問い合わせください。

申込み・問い合わせ先
〒782-0078　高知県香美市土佐山田町大平80　高知県立林業大学校
TEL：0887-52-0784　FAX：0887-52-0788
Mail：030208@ken.pref.kochi.lg.jp　HP：https://kochi-forestry.ac.jp

課程
基礎課程

専攻課程

募集人員
１０人程度

森林管理コース５名程度

林業技術コース５名程度

木造設計コース５名程度

募集日程
（前期試験）
申請期間：令和元年10月21日（月）
　　　　　～11月18日（月）
選 考 日：令和元年11月30日（土）

（後期試験）
申請期間：令和2年1月20日（月）
　　　　　～2月14日（金）
選 考 日：令和2年2月22日（土）

巡回献血のお知らせ

手数料・使用料改定について
　令和元年10月に消費税率が8％から10％に改定されたことに伴い、手数料・使用料が改定されました。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

高知県立林業大学校研修生募集
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村内あちらこちら・村のできごと ・・・・16

 3 日 フェスティバル魚梁瀬（丸山公園）
 5 日 リサイクルのお話（交流センター）
10・11日 夏のキャンプ（魚梁瀬地区）
11日 ごっくん・お山の夏祭り（馬路温泉周辺）
20日 JET料理教室（馬路小学校）
21日 馬路納涼花火大会（馬路温泉）
23日 ゴム鉄砲作り体験教室（魚梁瀬木工所）
26日 人形劇「鶴の恩返し」劇団バク（馬路体育館）
30日 絵画教室（交流センター）

8月

9月

 4 日 スカッシュバレーボール大会(馬路地区)
 8 日 馬路村防災訓練(馬路村内)
14日 馬路保・小・中合同運動会
  馬路おしどりマラソン大会前夜祭(馬路温泉)
15日 第38回馬路おしどりマラソン大会
21日 魚梁瀬保・小・中合同運動会
  郷土資料お手入れワークショップ(郷土館)
26日 魚梁瀬地区敬老会(魚梁瀬多目的施設)
27日 馬路地区敬老会(馬路体育館)

祝　敬老会・保育所コーナー ・・・・・・・・2
第38回馬路おしどりマラソン大会・・・・・3
馬路村多目的施設（仮称）の建築工事が始まります・・4
ごっくん･お山の夏祭り・赤ちゃん万歳・・5
馬路村防災特集 ・・・・・・・・・・・・・・ 6・7
自治体財政健全化法に基づく4つの指標
馬路村人事行政運営状況 ・・・・・・・・・・・8

さあー！うん！さあー！うん！
　　山里に子どもたちの大きな声が響きわたりました

▲　令和元年９月１４日　馬路村民運動場
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